
■ご使用上の安全に関する注意事項■ 

・日本工業規格 
 
・国際標準化機構 

ご使用になる前に必ず、この「安全に関する注意事項」をよくお読みの上、正しくお使いください。
このカタログでは、あなたや他の人々への危害や財産の損失を未然に防止するために、危害や損
害の程度をその内容により、「危険」、「警告」、「注意」、の3つのレベルに分類して説明して
います。 
JIS、ISOにおいても機械設備に用いる空気圧システムに関する安全性、故障・事故防止などの規
格が制定されていますので、このカタログの注意事項と合わせてお読みください。これらの注意
事項と合わせて、製品の仕様を十分に確認し、故障の可能性を考慮の上、専門知識を持った人が
設計、組立、取扱等をおこなってください。 

JIS（Japanese　Industrial　Standards） 
JIS　B　8370：空気圧システム通則（General　Rule　for　Pneumatic　Systems） 
ISO（International　Organization　for　Standardization） 
ISO　4414：Pneumatic　fluid　power－Recommendations　for　the　application 

of　equipment　to　transmisson　and　control　systems

危険 注意 警告 

正しい使用が行われなかった
場合、危険が切迫し、人が死
亡、または重傷を負う可能性
がある内容を示しています。 

正しい使用が行われなかった
場合、人が死亡、または重傷
を負う可能性がある内容を示
しています。 

正しい使用が行われなかった
場合、人が軽傷、または中程
度の傷害を負う危険がある場
合、および物的損害の発生が
ある内容を示しています。 
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使用流体 

高信頼性機器への搭載 

■設計上の注意 

安全カバー 

飛出し防止 

動力源の故障と供給圧力の異常 

非常停止、異常停止 

保守スペースの確保 

許容質量、許容モーメント 

使用速度範囲 

アクチュエ－タ安全上の注意 

警告 

中間停止 

衝撃吸収 

使用圧力範囲 

次に示す用途の場合には、アクチュエータの設計仕様上、
意図し得ない部分が含まれることがありますので、安全
上の確保について別途取決めが必要です。 
1．原子力、医療介護機器、鉄道、車両、航空宇宙、海洋、船舶、 
ガス機器、水道、食品機器、娯楽健康機器、軍事防衛関係 

2．ブレーキ回路、緊急遮断回路、安全機器等、特に安全が要
求される用途 

3．上記以外の用途で、人や財産に多大な危害を及ぼす可能性
のある用途 

ストッパ部やテーブル部などの可動部に手や指、顔など
を近づけると危険です。 
装置またはアクチュエータが作動中に人体に危険を及ぼ
すおそれのある場合には、安全カバーを設けてください。 

電気、空気圧などの動力源が故障したり、トラブル等で
供給圧力が異常に上昇または低下すると、それに伴って
アクチュエ－タの推力も同様に変動することにより異常
作動する場合があります。このような状況が発生した場
合でも、人体や装置等に損害を与えないような対策を施
してください。 

装置が非常停止、異常停止した時や、停止後に再起動さ
せる時も、アクチュエータの動きによって人体や装置等
に損傷が起こらないような対策を施してください。 

アクチュエータのシリンダ部において、ピストン両側の
空気が排気された状態から、ピストンの片側にエアを供
給すると、アクチュエータは急激な動作を起こす場合が
あります。これにより、人体や装置に損傷を与えるおそ
れがありますので、飛出しを防止した回路設計をしてく
ださい。 

アクチュエータおよびスイッチ、継手、治具等の調整や
保守点検、交換などが行えるスペースを確保してください。 

空気以外の気体、液体等の流体は使用できません。 

最高使用圧力以上で使用すると、各部の磨耗や破損が発
生し、破壊や作動不良の原因となります。また最低使用
圧力以下で使用すると、所定の推力が発生せず、スムー
スな作動が得られない等の不具合が発生することがあり
ます。定めた使用圧力範囲内でご使用ください。 

使用速度範囲以上で使用すると、慣性力によりアクチュ
エータ本体、あるいはストッパ部に大きな衝撃が加わっ
て破損することがあります。また使用速度範囲以下で使
用すると、スティックスリップ（ぎくしゃく）現象が発
生しスムースな動作に支障を来す場合があります。 
適正な有効断面積のバルブ・配管を使用し、スピードコ
ントローラなどを設置して、定められた速度範囲内でご
使用ください。 

エアシリンダやバルブはパッキン部からのわずかなエア
漏れを許容しています（JIS B 8377準拠）。よってス
トロークの途中で中間停止をした場合、長時間停止位置
を維持できない場合があります。また空気の圧縮性によ
り油圧や電動アクチュエータのように高精度な中間停止
はできません。 

慣性力が大きい場合は、別に緩衝装置を設置してください。
オプションで、ラバ－ストッパ付、ショックアブソ－バ
付が用意してあるシリーズもありますが、これらで不十
分な場合は、別に緩衝装置を設置してください。 

アクチュエータに積載物を搭載した状態で作動させる場合、
以下の3つの値が許容値以内であることをご確認ください。
これを超えて使用されると、ベアリングの精度低下やア
クチュエータの作動不良あるいは破損する場合があります。 
1．積載物の合計質量 
2．積載物に作用する重力によるモーメント 
3．停止する時の慣性力 

各シリーズに記載してある「設計上の注意」、 
「安全上の注意」も合わせてお読みください。 
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使用温度範囲 

■使用環境上の注意 

屋外での使用 

腐食環境での使用 

振動 

直接あるいは間接的に風雨にさらされる場所、直射日光
が当たる場所、および屋外の気温等の影響がある場所な
どでは、耐候性等で仕様外となりますので使用しないで
ください。 

下記の環境下では使用しないでください。 
・酸、アルカリ性液、有機溶剤、薬品やそれらの飛沫のかかる
　場所やそのガスの雰囲気中。 
・腐食性ガスの雰囲気中。 
・水中や水蒸気の雰囲気中。 
・紫外線や放射線の当たる場所。 
・オゾンの発生している場所。 
・上記以外に金属やゴム、樹脂、グリスなどの劣化を招く環境下。 
 

下記の環境下では、アクチュエータの摺動部などに付着
することにより、転動体やパッキン類が損傷を受け、作
動不良やエア漏れの原因となります。カバーを設けて付
着しないようにしてください。 
・水、熱水、塩水などの液体のかかる場所。 
・粉塵および土や砂、樹脂および金属などの切粉、砂鉄などの
　磁化した金属粉、スパッタ等のかかる場所。 
・マシン油やスピンドル油、切削油などの金属やゴム、樹脂、
　グリスなどを劣化させる油がかかる場所。 

磁場での使用 

磁場の発生している場所では、スイッチ付のアクチュエ
ータはスイッチの誤差動などが発生するため使用できま
せん。 

使用温度範囲を超えて使用すると、パッキン類の硬化を
はじめとして各部の劣化が早まり作動不良の原因となり
ます。環境温度が仕様の範囲内でも、治具や被駆動物を
通じて、熱が伝わる場合があります。また高速作動時は、
局部的に摺動面が過熱して、同様の問題が発生するほか、
断熱膨張でドレンや水分が固化あるいは凍結したり、表
面が結露することがありますので凍結防止の対策を施し
てください。 

振動のある環境下での使用は避けてください。使用する
場合は振動が伝わらないようにしてください。 

警告 
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■取扱い上の注意 

速度調整方法 

注意 

傷 

警告 

アクチュエータの作動確認 

取付けのゆるみ止め 

アクチュエータの固定や治具等を取付けるボルトには、
ゆるみ止めを施し、取付け台は、推力や停止する時の慣
性力による変形、破損などを防ぐ構造としてください。
アクチュエータや治具等の固定には取付面の全ての固定
用貫通穴またはネジ穴を使用してください。一部分のみ
で固定するとアクチュエータの故障、人体や装置への損
傷の原因となります。 

装置にアクチュエータを取付けた後は、すぐに装置を稼
働させず、正しく取付けられているかどうか、安全を確
認してください。ストッパ部の調整が必要な場合は、手
や指などをはさんでケガをしないよう注意してください。 

磁気製品への注意 

スイッチ感知用のマグネットが取付けられているタイプや、
連結用のマグネットを内蔵しているアクチュエータ（PRD、
PRZ、PRMシリーズ）に、磁気記録媒体を近づけるとデ
ータが消去されることがあります。 
また、磁気により誤動作などが危惧される機器には近づ
けないでください。 

緩衝機構 

標準装備のショックアブソーバやクッションラバを取外
したり、エアクッションが十分に機能しない状態で使用
すると、故障および人体や装置の損傷の原因となります。 

スピードコントローラはニードル弁を絞った低速状態か
ら徐々に速度を上げて、所定の速度に調整してください。 

ベアリングのボールが転動する溝部及びその周囲、ロッ
ド部などの摺動面に傷・打痕等ををつけるとパッキン、
軸受等の損傷につながり故障の原因となります。 
チューブ、ボディ外周に傷・打痕をつけると内部のピス
トン摺動面が変形して故障の原因となります。 
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■エア回路上の注意 

警告 

ドレンの除去対策 

圧縮空気の質 

配管作業 圧縮空気への給油 

配管の清掃 

継手類のシール方法 

ゴミ、水分、塩分、劣化したコンプレッサ油やオイルカ
ーボン粒子等を含むドレンおよび腐食性ガスを含有する
圧縮空気は、パッキン類や各部品を傷めて作動不良や破
損の原因となりますので、清浄な圧縮空気をご使用くだ
さい。 

多量のドレンを含んだ圧縮空気は、空気圧機器の作動不
良を招くとともに、環境汚染にもなります。アフタクーラ、
エアドライヤ、エアフィルタ（濾過度50μm以下）など
を設置してください。 
尚、アクチュエータを駆動させるための空気浄化システ
ムについては、JPAS005「空気圧シリンダの使用指針
及びその選定指針」で推奨のシステムを参照してください。 

アクチュエータは無給油で使用できます。（EHG8を除く） 
システムとして給油が必要な場合は、無添加タービン油1
種ISO　VG32　またはISO　VG46　をご使用ください。
マシン油、スピンドル油はパッキン類の損傷を招き、作
動不良の原因となりますので使用しないでください。また、
給油を途中で中止すると、初期潤滑グリスが流出してパ
ッキン類や各部の損傷を早め、作動不良の原因となりま
すので、給油は必ず続けて行なってください。 

給油不可のアクチュエータ 

PRD、PRZ、PRM、クリーンタイプPPTN、PPTNF、
JKXNは特殊なグリスを使用していますので圧縮空気へ
の給油は避けてください。 

配管や継手類のネジ部にシールテープを巻く場合は、ネ
ジの先端を1～2山残してシールテープを1～2重に巻き
付け、指先で押えてネジに密着させてください。液状の
シール剤を使用する場合も、ネジの先端を1～2山残して
塗布してください。製品のポートメネジ側へは塗布しな
いでください。 
シールテープの破片やシール剤が配管や製品内に入ると
作動不良や故障の原因となります。 

配管が確実に行われていないと作動不良の原因となります。
ネジサイズがM5以下の継手は座面にガスケットを取付け
て使用してください。 

配管前には、管内に圧縮空気を吹きつけるか、または必
要に応じて洗浄を行い、塵埃、スケールや配管作業によ
って生じた切粉、シールテープ、切削油等の異物を除去
してください。 
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■保守・点検上の注意 

警告 注意 

アクチュエータの取外し 

異音のチェック 

アクチュエータの分解・改造 

ボルト類の緩みのチェック 

パッキン交換 

アクチュエータの保管 

圧縮空気浄化システムのメンテナンス 

アクチュエータの廃却 

廃却時は産業廃棄物として処理してください。 

装置の改造や、メンテナンス等で、アクチュエータを取
外す時は、事前に、ワークや治具などの落下、装置や機
器の急激な作動等により、人体や装置に損傷を与えない
か等の安全を確認してください。 
その後、空気源と電源を遮断し、残圧を排気してから本
作業を行ってください。 
またアクチュエータの上に乗ったり、ぶらさがったり、
足場にしたり、物を置いたりしないでください。 

補修パーツが設定されていないアクチュエータのパッキ
ン交換や、パッキン交換以外の分解や追加工、および改
造は事故や故障などの原因となりますので行わないでく
ださい。 

アクチュエータ本体や積載物を固定しているボルトやナ
ット、金具等の緩みがあると事故や故障の原因となります。 

使用中、衝撃音や振動が異常に高くなった場合は、アク
チュエータ本体あるいはそれに使用している部品の交換
時期になっている可能性があります。 
下記の項目についてチェックしてください。 
1．ベアリング部 
2．パッキン部 
3．ショックアブソーバ部 
4．ラバ－ストッパ部 

補修パーツが設定してあるアクチュエータのみパッキン
類の交換が可能です。弊社パッキンセットのパッキンを
使用ください。それ以外の物を使用されますと故障の原
因となります。交換については以下の手順で行ってくだ
さい。 
1．アクチュエータに圧縮空気が供給されていない事、残圧が 
無い事を確認してから分解してください。 

2．劣化したグリスやドレンは十分にふき取ってください。 
3．パッキンを取外す時はハウジング部に傷を付けないように 
してください。 

4．パッキン全体およびハウジング部にグリスを塗布して、傷 
をつけたりねじれたりしないように装着してください。パ
ッキンの装着方向についてもご注意ください。 

5．ピストン外周、ロッド、シリンダチューブ内にもグリスを 
塗布してください。 

6．塗布グリスについては、お問合せください。 
7．再組立時はパッキンに傷を付けないようにしてください。
また、異物が付着したり内部に入ったりしないようにして
ください。 

8．カバー等の部品はボルトや止め輪等で確実に固定、装着し 
てください。止め輪は外周の抜きダレが無い方を手前にし 
て装着ください。 

9．再組立後は手動操作や供給圧力を低くして低速作動させて 
スムースに作動することを確認してください。 

コンプレッサ、アフタクーラ、エアドライヤ、エアフィ
ルタなど圧縮空気浄化システムのメンテナンスや、フィ
ルタのドレン抜きを行なわないでアクチュエータを作動
させると、寿命の低下や故障の原因となります。特に、
高温・多湿の環境下ではドレンが発生しやすいので頻繁
にドレン抜きを行ってください。オートドレン付のご使
用を推奨します。 

錆の発生や、ゴム・グリスなどの劣化によるアクチュエ
ータの性能低下を防ぐため次の事に注意してください。 
1．包装を不必要に開封しないでください。ごみの付着や錆の 
発生、製品に傷をつけたりします。 

2．屋外や腐食環境下、ほこりの多い場所に置かないでください。 
3．湿気の多い場所に置くと錆が発生する原因となります。 
4．高温、低温の環境下ではゴムやグリスの劣化が促進されます。 
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